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＊＊＊＊＊ 本ソフトの使用方法の概要 ＊＊＊＊＊

ＨＭＤ マルチロガーＪｒ ＨＭ１６１６ｘを使用して、パソコン上で測定する事を目的とした
パソコンソフトです。最大４画面まで開く事が出来、これは同時に４種類の測定が可能となります。
本ソフトは、測定入力として、マルチロガーＪｒの８チャンネルのひずみゲージ式センサー
（ＣＨ）、６チャンネルのデジタル変位計（ＤＧ）更に、パソコンに接続された８チャンネルの
シリアル出力のセンサー若しくは計測機器（ＳＩＯ）を同時に取り込み出来ます。
マルチロガーＪｒがＯＰ（CONTROL+4）の場合、各画面に対応してＯＮ／ＯＦＦ制御出来ます。
マルチロガーＪｒ ＨＭ１６１６ｘ－ＤＡを接続しますと、最大８ＣＨ（１６ビット）ＤＡ及び
ＰＩＯ（入出力各８ビット）の制御が出来ます。
ＤＡ制御は、任意ＣＨ／ＤＧデータを利用してサーボ制御も可能です。
測定データは、マルチロガーＪｒ ＨＭ１６１６と同一型式ですので、変換ソフトを介してＨＭＤ
土質試験解析ソフトに取り込む事も出来ます。

＜初めての使用＞
１．” ”マルチロガーＪｒ ＨＭ１６１６Ａ／Ｄｘ－ＬＣＤ 又は ＨＭ１６１６Ｓ／ＳＤｘ

取扱い説明書（ ）に従いインストール及びファイルのコピーを行います。＜初めての使用＞
２．パソコンに、このソフト（ＰＣ１６１６ＤＡ）のインストールを行います。

２．出荷時に設定済み。必要ならば、マルチロガーＪｒのＲＳ２３２Ｃをパソコンのシリアルポー
ト” ”又はＵＳＢ＞＞ＳＩＲＥＡＬ変換ケーブルを介してＵＳＢに接続します。ロガーの０１０１
電源を入れます。
パソコンソフト” ”を開きます。初めて使用する場合、設定情報ファマルチロガーＪｒ ＨＭ１６１６
イルは、 を選択します。この設定情報ファイルを読み込むとマルチ”シリアル番号ｘｘｘｘ．ＨＭＤ”
ロガーＪｒの出荷時の設定となります。メニュー画面が現れる前に、又メニューから各種設定
に入った時にエラーが示される場合は、ロガーの設定情報とこのファイルが異なっている事を
示します。この場合は、ロガーを設定した正しい設定情報ファイルを読み込みます。

３．前１項でコピーした、マルチロガーＪｒの製造ナンバーフォルダの
”シリアル番号ｘｘｘｘ．ＨＭＭ”ファイルを”設定を開く”の読み込みで使用する。

＜ファイルの説明＞
このソフトは、以下のファイルを使用及び作成致します。
１．パソコンソフト” ”で使用する設定情報（アスキ）＝マルチロガーＪｒ ＨＭ１６１６

”ファイル名．ＨＭＤ”で、ロガーに与える割付ＣＨ／ＤＧ、ＰＧＡ、校正係数等を変更する
場合に使用します。

２．このソフト（ＰＣ１６１６ＤＡ）が新規で使用する、基本設定の設定情報（アスキ）＝
”ファイル名．ＨＭＤ”で、１測定画面の設定情報です。前項１のファイルと同一型式です。
複数の画面にした場合は、同一仕様の設定となりますので、各画面で使用ＣＨ／ＤＧ／ＳＩＯ
その他の設定を変更して使用します。最終的に、”ファイル名．ＨＭＭ”が作成されます。

３．このソフト（ＰＣ１６１６ＤＡ）が開くで使用する、この測定画面の設定情報（アスキ）＝
”ファイル名．ＨＭＭ”を使用します。画面数を追加する場合は、前項２と同じ事を行います。

４．測定開始後に、各画面毎の測定バイナリデータ＝”ファイル名．ＢＩＮ”と
設定情報（アスキ）＝”ファイル名．ＨＭＤ”が作成されます。
この設定情報は、前項１のファイルと同一型式ですが、ＸＹ画面でのファイル読み込み及び
エクセル型式に変換、対応する試験ファイルに変換する場合に使用します。

＜測定データの解析＞
測定データを” ”を使用して地盤工学会対応の出力が出来ます。ＯＰＨＭＤ 土質試験解析ソフト
ＨＭＤ土質試験統合から、” ”を開きます。対応する試験ファイルに変換して、ＨＭＤ １６１６＞＞
Ｈｘｘｘｘ試験の解析ソフトを開き、変換したファイルを読みます。
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＜画面の説明＞

＜メインメニュー画面＞
PC1616DAを開いた時 新規又は開くを行った時

＜各ボタンの使用目的＞

新規ボタン：新しい測定条件を設定して使用する場合
基本設定（拡張子ＨＭＤ）を使用する場合
作成後、開くボタンを使用します

開くボタン：ＨＭＤ提供、又は以前使用した測定条件
ファイル（拡張子ＨＭＭ）を使用する場合

保存ボタン：現在の測定条件ファイルを保存する場合

測定ボタン：測定を始める場合

ＣＨ設定ボタン：使用ＣＨの割付を行う場合

Ｄ／Ａ設定ボタン：ＤＡの各種の設定を行う場合
ＨＭ１６１６ｘ－ＤＡで使用可能

Ｄ／Ａ表示ボタン：ＤＡの現在数値を確認及び変更の場合
ＨＭ１６１６ｘ－ＤＡで使用可能

ＰＩＯ設定ボタン：ＰＩＯの各種の設定及び確認の場合
ＨＭ１６１６ｘ－ＤＡで使用可能

ＳＩＯ設定ボタン：ＳＩＯの各種の設定及びテストの場合

終了ボタン：ＰＣ１６１６ＤＡを終了する場合
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測定目的を変更して行う場合に使用します。＜新規設定画面の操作説明＞

１．測定に合った基本設定（ロガーの設定情報ファイル
（名称．ｈｍｄ））を選択します。
作成位置、設定名、画面選択、Ｄ／Ａ、ＳＩＯ、ＰＩＯ制御
の許可／禁止を選択します。

測定目的を変更して行う場合に使用します。＜開く画面の操作説明＞

設定ファイルの保存を行う場合に使用します。＜保存画面の操作説明＞

測定準備を行う場合に使用します。＜測定画面の操作説明＞

１．使用する画面数を選択します。後からの追加は出来ません。
測定開始ボタンを押します。
下図の様に選択された数の測定画面が開きます。４画面選択
それぞれのＸＹ画面（画面Ａ～Ｄ）で個別の測定が出来ます。
但し、一度閉じた画面を再度開く事は出来ません！！

ＸＹ画面（画面Ａ～Ｄ）
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各画面で使用するＣＨ／ＤＧ／ＳＩＯの変更を行う場合に使用します。＜ＣＨ設定画面の操作説明＞

１．ＸＹ－Ａ（Ａ画面）で使用するＣＨ／ＤＧ／ＳＩＯにチェック
を入れます。測定画面を開いた後の変更は出来ません。
同様に、必要な画面について、ＸＹ－Ｂ（Ｂ画面）、
ＸＹ－Ｃ（Ｃ画面）、ＸＹ－Ｄ（Ｄ画面）と行います。
ＸＹ－Ａ～Ｄで、同じＣＨ／ＤＧ／ＳＩＯを使用出来ます。

各画面で使用するＤ／Ａの設定内容の変更を行う場合に使用します。＜Ｄ／Ａ設定画面の操作説明＞

１．設定内容の確認又は変更するＤＡｘボタンを押します。
２．制御に使用する測定画面Ｎｏ（Ａ～Ｄ）ボタンを押します。

制御を使用する場合は、ＯＮにチェックを入れます。
３．制御インターバルを選択します。１～６０ｓｅｃです。
４．制御の名称が入力出来ます。
５．Ｄ／Ａ最大電圧時の制御装置の出力及び単位が入力出来ます。
６．初期値は、測定開始時に与える出力が入力出来ます。
７．増減値は、測定中に加減される 出力が入力出来ます。Δ
８．現在値は、現在の出力が示されます。
９．設定値は、直ちに与える出力が入力出来ます。設定ボタンを

押します。初期値を与える場合は、初期値ボタンを押します。
10．演算式Ｘ＝ の式及び単位を与える事が出来ます。

式には、入力ﾁｬﾝﾈﾙ(CH1>>8,DG1>>6)、測定開始からの
経過時間（TIM）を使用する事が出来ます。

11．加算制御は、Ｘ＜ の数値、ＯＮにﾁｪｯｸを与える事が出来ます。
12．減算制御は、Ｘ＞ の数値、ＯＮにﾁｪｯｸを与える事が出来ます。
13．モータ制御”ＯＮ”の場合、加算又は減算状態がが変わった時、

初期値を現在値に自動的に設定します。
14．制御最小値は、Ｘ＜ の数値を与える事が出来ます。
15．制御最大値は、Ｘ＞ の数値を与える事が出来ます。

Ｘが、 ＜１４又は、 ＞１５くなると制御が中止されます。
16．更新ボタンは、直ちに制御内容を変更する事が出来ます。

異なるＤＡｘを選択するか、閉じるを行うと同様に更新します。
17．Ｄ／Ａ制御を禁止する場合は、ここにチェックを入れます。

ＤＡ１～ＤＡ８全ての制御が禁止されます。

各画面で使用するＤ／Ａの現在値の確認を行う場合に使用します。＜Ｄ／Ａ表示画面の操作説明＞

１．制御可能なＤＡｘの情報が表示されます。
２．ＤＡｘの現在値が制御装置の出力及び単位で表示されます。
３．手動にチェックを入れ、出力値を入力して、設定ボタンを

押すと、この値で制御出力が変更されます。初期値ボタンを
押すと、初期値で制御出力が変更されます。
正常に変更された場合は、”正常設定”が示されます。

Ｄ／Ａ制御を禁止するに”チェック”がある場合、接続ロガー
がＨＭ１６１６ｘ－ＤＡでない場合は、下図が示されます
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各画面で使用するＰＩＯの確認及び変更を行う場合に使用します。＜ＰＩＯ設定画面の操作説明＞
入出力各８ビットの入力及び出力が出来ます。

１．入力１の現在状態（０or１）及び名称が入力出来ます。
•
•

２．入力８の現在状態及び名称が入力出来ます。

３．出力１の現在状態（０or１）、出力選択及び名称が入力出来
ます。出力選択が、”０or１”では、出力ボタンで出力され
ます。”Ａ～Ｄ”では、相当する画面の測定開始で、”１”
が出力され、測定中止で、”０”が出力されます。

•
４．入力ボタンを押すと、現在状態が確認出来ます。
５．出力ボタンを押すと、出力選択で出力されます。
６．ＰＩＯ制御を禁止する場合は、ここにチェックを入れます。

各画面で使用するＳＩＯの設定及びテストを行う場合に使用します。＜ＳＩＯ設定画面の操作説明＞
”シリアルデータ１－４及び５－８”画面の説明

１．”データ１（SD1）”はシリアルデータチャンネル
を表します。容量は、センサーの定格を、変換係
数は、取得データに乗算します。センサー名（単
位）は入力、”ON”にチェックで可能となります

２．”コマンド１（CM1）”は、シリアル機器に与える
コマンド文字列、使用ポート、Tw、位置、データ、
終端を以下の規格で与えます。

アスキー文字で、”&H”を付けるとバイナリーで与える事が出来ます。＜コマンド文字列＞
使用ポート番号が選択出来ます。＜使用ポート ＞
コマンド送信からデータ取得までのタイムアウト時間が秒単位で設定出来＜Ｔｗ ＞
ます。
受信文字列の先頭からデータ位置までの文字数を指定します。＜位置 ＞
例．HAMADA DENKI LDT 1.23456mV/Vcrlf では、１８となります。
データ桁数の文字数を指定します。＜データ ＞
例．HA...LDT 1.23456m..... で、"1.2345"を取得は、６となります。
上記データ以降の文字数を指定します。＜終端 ＞
例．HA...LDT 1.23456mV/Vcrlf では、"6mV/Vcrlf" で、７となります。

”通信条件・テスト”画面の説明
１．”データロガー及びシリアル１（P1）、（P2）”

の通信条件が、使用ポート、ボーレート、データ
長、パリティ、ストップビット長の設定が出来る

２．”通信テスト”は、データロガー及びシリアル１
、２の送信及び受信テストが出来ます。”試験ポ
ート選択”を行い以下の２通りで出来ます。

送信コマンド覧に、文字列を＜送信コマンド＞
記述して、送信ボタンをクリックし、その後受信
ボタンをクリックして、受信データを確認します。

試験コマンド”データロガー＜テストボタン＞
（固定ｺﾏﾝﾄﾞ）／設定データ１（ｺﾏﾝﾄﾞ1）／・・・
”を選択後、テストボタンをクリックします。

送信コマンド覧及び受信データにその文字列が表示されます。クリアボタンで、受信データをクリア
します。

にチェックが有る場合は、ｼﾘｱﾙﾃﾞｰﾀ1-8は禁止となります。”ロガー以外のデータ入力を禁止する”
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＊＊＊＊＊ 測定開始の操作説明 ＊＊＊＊＊

測定開始を行う場合に使用します。最初からの測定開始は、以下の画面が示されます。
１．保存先フォルダー及びファイル名の設定を行いま

す。”検索”ボタンからファイル名の選択又は入
力する場合と、”ディレクトリー、データ名”を
入力する方法が有ります。後者の場合は”確認”
ボタンで、ファイル名の重複がチェック出来ます。

２．”保存データの上書きを許可する”にチェックが
入ると、上書きが可能になります。

３．”初期値を自動取得する”にチェックが入ると、
”ＯＫ”ボタン後、全センサーの初期値が取られ

ＸＹ画面 ます。

測定データのクリア 測定終了条件の設定

測定開始又は中断 測定データ又は保存済み測定ファイル選択

サンプル時間及び変更 保存済み測定ファイルの入力

ＣＳＶファイル変換

自動終了の場合、測定中は禁止－

画面タイトルが 測定開始時刻、経過時間、

入力、表示出来る サンプル数

使用ＣＨ／ＤＧ、入力コメント

＋レンジ表示

設定では、軸名称及び単位入力

Ｙ１～Ｙ５の 計算式等の設定が出来ます

軸名称及び単位

ＣＨでは、センサーのモニター

初期値のデータ及び再設定

－レンジ表示 各軸データでは、軸のモニター

Ｘ軸の設定が出来ます

表示モード切替

測定状態 測定ファイル名 測定前と中断時のみ画面を閉じる事ができるＸ

下図画面で、何時でも初期値の変更が出来ます。ＤＡ制御にも反映致します＜初期値の変更＞
ので十分注意して行ってください。

１．”ＣＨデータ”画面にします。
２．”初期値”を選択します。現在の初期値が示されます。
３．初期値を自動取得する場合の使用方法。

”ＣＨｘ”又は”ＤＧｘ”をクリックします
右図が示され変更出来ます。

４．初期値を入力する場合の使用方法。
必要な”ＣＨｘ”又は”ＤＧｘ”の”データ”を
クリックします
右図が示され入力出来ます。
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下図画面で、何時でも”設定＞＞Ｙｘ／Ｘ設定”で変更が出来ます。＜軸データの変更＞

計算式の入力

（極性反転は、０－式で行います）

最小レンジ、最大レンジの入力

最小レンジ、最大レンジ、小数点桁数の入力

Ｘ軸モードの選択

自動スケールに設定に、マークを付けると（小数点桁数情報は、軸データの表示桁数で）

最小、最大設定からスケールが割付られますので、小さな数値を設定します最大値桁数として保存されます。例 200.0）

サンプルデータの最大値及び最小値も見れます。＜ＣＨデータ／各軸データの使用方法＞
グラフで使用したＹ１～Ｙ５の数値又は、計測チャンネル単位で表示出来ます。

更に、サンプリングデータの最大値及び最小値も示されます。又は、計測チャンネル単位で表示出来ます。

には、ロガー接続時ではリアルタイム、ファイルデータでは最後のサンプルデータが示されます。”ＣＨデータ／各軸データ”

には、”最大値指定”の設定によるサンプルデータの最大値が示されます。”ＣＨデータ／各軸データ”

には、サンプルデータの最小値が示されます。”ＣＨデータ／各軸データ”

サンプルデータの最大値の求め方を指定します”最大値ボタン”上での右クリック

チェックの有無

無：自身の最大値

有：指定ｘに依存

上図の例では、ＣＨ２の最大値は、ＣＨ１の最大値

の同じサンプル点で求める事を指定します

係数単位（ｾﾝｻｰ） グラフ単位（式）
データ又は経過時間で示されます。最大値／最小値には、関係しません。

＜注意＞ 小数点以下の桁数は、ＣＨデータでは桁数設定値、無い場合は”係数”に、各軸データでは各設定に合わされます。

下図画面で、何時でも”設定＞＞Ｙｘ／Ｘ設定”で標準的作図スタイ＜Ｘ－Ｙ軸の入れ替え＞
ルから、ＸＹ軸を入れ替えたスタイルに変更出来ます

＜Ｙ－Ｘ１モード＞

Ｘ

表示モード切替ボタン

Ｙ
＜Ｙ－Ｘ２モード＞

Ｙ

Ｘ
表示モード切替ボタン



- 10 -

下図画面のボタンの使用方法を説明致します。＜各ボタンの説明＞

■ サンプリングタイムの変更が何時でも出来ます。
”１sec／２／５／１０／２０／３０／６０／１min／２／５／１０／２０”
で選択出来ます。測定データは、サンプリング毎及び中断操作で随時保存されます。
サンプリングタイムの初期値は、最後に設定した時間となっておりますので、
”測定開始”前に、必ずご確認下さい。

■ 測定の開始（中断の再開を含む）が出来ます。
画面下の”測定状態”に、測定を開始しましたのメッセージが示されます。
接続マルチロガーＪｒが、ＯＰ（CONTROL+4）の場合、ＯＮ制御出力されます。

■ 測定の中断が出来ます。
画面下の”測定状態”に、測定を中断しましたのメッセージが示されます。
接続マルチロガーＪｒが、ＯＰ（CONTROL+4）の場合、ＯＦＦ制御出力されます。

■ 以前測定したファイルの読み込みが、”ファイル＞＞入力”で出来ます。

このメッセージが示され現在の測定データは無くなりますので注意。

■ 測定データのクリアが出来ます。

このメッセージが示され現在の測定データはクリアされます。

■ 測定終了条件の設定が出来ます。
測定の終了条件を下記画面で設定出来ます。

自動停止”ＯＮ”で以下の設定が有効

サンプル数停止チェック及び個数 試験機制御”ＯＮ”で、制御が有効

測定（経過）時間停止チェック及び時間

ＣＨオーバー停止チェック及び各ＣＨデータ

各ＤＧデータ

一軸試験停止１の停止チェック及び設定

低下停止 ピーク検出ＣＨ及び条件

ピーク検出後のＣＨ及び停止条件

一軸試験停止２の停止チェック及び設定

増加停止 ピーク検出ＣＨ及び条件

ピーク検出後のＣＨ及び停止条件

自動停止ＯＮで測定している場合は、ＸＹ表示画面を閉じると、自動停止出来ない！！

■ エクセル型式変換が出来ます。
測定中断中又は、ファイル入力されている場合に、使用出来ます。
ロガーを接続しないでこのソフトを使用する場合にも、使用出来ます。

■ 測定画面Ｘの終了が出来ます。

このメッセージが示され画面が閉じます。他の測定画面Ｙが開いてい
るときに、測定画面Ｘを再度開く事は出来ませんので注意します。

接続マルチロガーＪｒが、ＯＰ（CONTROL+4）の場合、ＯＦＦ制御出力されます。
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＜使用上の注意点＞
Ｊｒとの確認通信を行っている為、ＫＥＹ操作を早く行わない。同様に、先にＪｒの電源を切らない。■
パソコンが停止します。停止した場合は、Ｃｔｒｌ＋Ａｌｔ＋Ｄｅｌｅｔｅで、ＰＣ１６１６ＤＡを終了させます。

停電又はパソコンが停止の場合は、測定データは最後のサンプリングまでハードディスクに保存されて■
いますが、途中からの再開は出来ません。
又、ロガーに”ＨＭ１６１６ｘ－ＤＡ”を使用して、制御を行っている場合は十分注意願います。

測定画面を開いた時に右図が示される場合は、測定出来ません。■
一度測定画面を全て閉じ、必要な画面数のみ開くか、”ＣＨ設定”で不要な
ＣＨ／ＤＧをチェックから外します。尚、ロガーの設定が間違っている場合は
設定情報の変更又は読み込みを行います。

＜ワンポイント＞
使用センサーを変更する場合は、パソコンソフト” ”を使用して、ロガー及び■ マルチロガーＪｒ ＨＭ１６１６
設定情報ファイル（ファイル名．ＨＭＤ）を修正いたします。
”ファイル名．ＨＭＭ”の修正は、ＰＣ１６１６ＤＡソフトで新規にして出来ますが、以下の方法が簡単です。
この場合、元のファイルをコピーして行う事をお勧めいたします。
下図に”ファイル名．ＨＭＤ”と”ファイル名．ＨＭＭ”ファイルの内容をメモ帳で示します。
”ファイル名．ＨＭＤ”の”/XY-graph”と”ファイル名．ＨＭＭ”の”/SIO”行前までは、同じ内容ですので
修正した”ファイル名．ＨＭＤ”の先頭行から上記位置前までコピーして”ファイル名．ＨＭＭ”に上書き
修正する事も出来ます。

（ファイル名．ＨＭＤ） （ファイル名．ＨＭＭ）

”ファイル名．ＨＭＤ”ファイルの内容が理解出来る場合は、ファイルを修正して、センサー、校正係数、
極性及び各種設定の内容を変更する事が出来ます。

、コマンドソフト” ”を使用して、ロガーに読み込ませます。変更後は マルチロガーＪｒ ＨＭ１６１６
使用方法は、Ｊｒ ＨＭ１６１６取説を参照します。

ロガーに”ＨＭ１６１６ｘ－ＤＡ”を使用して、ＤＡ及びＰＩＯ制御を行っている場合、測定中のみ自動で制御■
が行われます。測定準備又は測定停止では行いません。

ロガーに”ＨＭ１６１６ｘ－ＤＡ”を使用して、ＤＡ制御を行っている場合で、途中でＤＡ値を初期化したくな■
い場合は、一つの測定停止後の”任意ＤＡｘ”の数値を、 を使用して初期値に与え＜Ｄ／Ａ設定画面＞
ます。但し、ＰＣ１６１６ＤＡソフトを終了又は停止した場合は、連続する事は出来ません。
例えば、三軸試験でＥＰを使用して横圧を与えている場合、背圧連動後、Ｂ値測定後、圧密後及び
Ｋ０圧密後などで、横圧を連続して使用する場合は、この様に致します。
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■ ＰＣ１６１６ＤＡパソコンソフトで、土の多連一軸試験を行う時の使用方法
１．ＣＨ１～４に 計１～４、ＣＨ５～８に歪みゲージ型 計１～４を割り当て接続する。荷重 変位

デジタル 計１～４を使用する場合は、ＤＧ１～４とする。変位
２．ＣＨ１～８に接続したセンサーの定格が２．５ｍＶ／Ｖ未満の場合は、ＰＧＡ＝１００

とすし、定格が２．５ｍＶ／Ｖ以上の場合は、ＰＧＡ＝１００とする。デジタルの場合は、
倍率を定格３０ｍｍ以下の場合は”１”とする。

３．マルチロガーＪｒに、上記仕様（項目１～２他）の設定情報（ファイル名．ＨＭＤ）を読
み込ませておく。読み込み方法は、ＣＤ取説”ＨＭ１６１６取説Ｖｅｒ７”の
「 」を参照します。パソコンソフト ＪｒＨＭ１６１６の操作及び画面説明

４．ＰＣ１６１６ＤＡ用の四連一軸試験用の設定情報（ファイル名．ＨＭＭ）を使用する。
画面Ａ～Ｄを供試体１～４に割り当てます。制御は、ロガーＯＰ（-DA,-CTL）で可能。

＊＊＊＊＊ 土の多連一軸試験の流れ ＊＊＊＊＊

ＰＣ１６１６ＤＡを開く

画面数を選択する

例：四連一軸ＨＭＭを選択

一連試験の場合は、１画面を選択する

同様に、２／３／４画面のいずれかを選択する

測定画面が、指定数示される ”ＣＨ”使用チャンネル変更の場合、使用する

”D/A設定”速度制御変更の場合、使用する

”PIO設定”開始／停止制御変更の場合、使用する

サンプリングタイム及び終了条件を変更する場合、画面毎で行う

画面毎で測定開始する（測定準備画面＞＞測定開始）

＜せん断試験＞
以下の手順

１．各画面でｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞﾀｲﾑを５秒（せん断速度1%毎分時）にしておく。
２．各画面の”測定”ボタンからの測定準備画面では、”初期値を自動取得する”にチェック

有りで使用する。
画面Ａで供試体１のせん断測定準備

ファイル名の入力。８ページを参照してください。

例：試料ファイル名－１

保存ファイル名を指定及び入力後、”ＯＫ”で測定及び制御が開始します

測定開始後

画面Ａでせん断試験を行う。以下の手順以下の変更ができる

ｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞﾀｲﾑ 供試体１のせん断試験

終了条件 １．外部制御無しの場合、直ちにモータＯＮ等を行う。

２．必要ならば、サンプリングタイムを変更する。

３．ＨＭＤ解析ソフト使用の場合は、＜せん断試験＞
サンプル数を５００個以下に成るようにする。

４．必要ならば、終了条件を変更する。

５．中断後に再測定を行う時は、”測定”ボタンを押す。

６．任意に終了する場合は、”中断”ボタンで中断する。

７．外部制御無しの場合、直ちにモータＯＦＦ等を行う。

必要ならば、測定中断後エクセル出力する。
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３．画面Ａの手順１項後に、画面Ｂで供試体２、画面Ｃで供試体３、
更に画面Ｄで供試体４のせん断試験を行います。
画面Ｂで供試体２のせん断測定準備 画面Ｃで供試体３のせん断測定準備

例：試料ファイル名－２ 例：試料ファイル名－３

保存ファイル名を指定及び入力後、”ＯＫ ”で測定及び制御が開始します

＜せん断試験＞ ＜せん断試験＞

画面Ｄで供試体４のせん断測定準備

例：試料ファイル名－４

＜せん断試験＞

全ての供試体が、正常に試験を終えた時は、測定画面Ａ～Ｄを閉じます。
尚、測定画面Ａ～Ｄを閉じないで、次の試料を行う事も出来ます。この場合は、各画面で
”クリア”ボタンを押して、画面を新たに試験出来るようにしておきます。

で、PC1616DAを閉じる事がＸ

できる。続けて別試料を行う 設定情報HMMの保存画面

場合は、閉じない

設定情報を変更した場合で、変更内容で再度利用する事が

考えられる時は、上書き又は別ファイル名で保存します

【ＨＭＤ解析使用の場合、試験データをＨＭＤ型式へ変換】

ＨＭＤ統合から を開く HM1616>>H1102 ＨＭ１６１６ファイル変換HMD1616>>

土の試験を選択

開くHMD1616>>

以降は、末ページ
【ＨＭＤ解析用せん断過程データのＨＭＤ型式に変換】
を、土の一軸試験に置き換えて参照します。

【解析】
ＨＭＤ統合からＨ１１０２解析を開く 変換したファイルを読み込む 解析結果のシート出力

→ → →

最初にＥ５０（割線）を求めます
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■ ＰＣ１６１６ＤＡパソコンソフトで、土の多連三軸試験（１せん断、３圧密）を行う時の使用方法
１．ＣＨ１に 計、ＣＨ２に歪みゲージ型 計１、ＣＨ３に 計、ＣＨ４に荷重 変位 間隙水圧

計１、ＣＨ５に歪みゲージ型 計２、ＣＨ６に 計２、ＣＨ７に体積変化 変位 体積変化
歪みゲージ型 計３、ＣＨ８に 計３を割り当て接続する。変位 体積変化
デジタル 計１～３を使用する場合は、ＤＧ１～３とする。変位

２．ＣＨ１～８に接続したセンサーの定格が２．５ｍＶ／Ｖ未満の場合は、ＰＧＡ＝１００
とすし、定格が２．５ｍＶ／Ｖ以上の場合は、ＰＧＡ＝１００とする。デジタルの場合は、
倍率を定格３０ｍｍ以下の場合は”１”とする。

３．マルチロガーＪｒに、上記仕様（項目１～２他）の設定情報（ファイル名．ＨＭＤ）を読
み込ませておく。読み込み方法は、ＣＤ取説”ＨＭ１６１６取説Ｖｅｒ７”の
「 」を参照します。パソコンソフト ＪｒＨＭ１６１６の操作及び画面説明

４．ＰＣ１６１６ＤＡ用の３セル三軸試験用の設定情報（ファイル名．ＨＭＭ）を使用する。
画面Ｂ～Ｄを圧密過程供試体１～３、画面Ａをせん断試験用に割り当てます。
制御は、ロガーＯＰ（-DA,-CTL）で可能。

＊＊＊＊＊ 土の多連三軸試験（１せん断、３圧密）の流れ ＊＊＊＊＊

＜Ｂ値確認及びせん断試験は、パソコンソフト JrＨＭ１６１６で行う場合＞
試験機の制御が可能となり、設定荷重値で停止したり、変位量でサンプリングする事が
出来る利点が有ります。使用方法は、Ｊｒ ＨＭ１６１６取説Ｖｅｒ７を参照します。

＜Ｂ値確認及びせん断試験もこのソフトで行う場合＞
ロガーＯＰ（-DA,-CTL）により試験機の制御が可能。一軸条件、各センサー設定で停止
（中断）が出来ます。サンプリングは時間のみとなります。
弊社解析ソフトを使用しない場合は、各画面で測定中断毎にエクセル型式（ＣＳＶ）の
出力を行います。このファイルを任意解析用に使用します。

ＰＣ１６１６ＤＡを開く

画面数を選択する

例：３セル三軸ＨＭＭを選択

４画面を選択する

測定画面が、指定数示される ”ＣＨ”使用チャンネル変更の場合、使用する

”D/A設定”速度制御変更の場合、使用する

”PIO設定”開始／停止制御変更の場合、使用する

サンプリングタイム及び終了条件を変更する場合、画面毎で行う

～Ｄ画面は、後述の圧密過程画面毎で測定開始する（測定準備画面＞＞測定開始）、Ｂ

画面Ａで測定開始しないでＢ値確認を行う。以下の手順画面Ａを、ＣＨデータ表示に

供試体１のＢ値確認

１．必要ならば初期値を取る。８ページを参照してください。＜Ｂ値確認＞
２．必要ならば背圧及び連動でセル圧を加える。画面Ａを使用する
３．必要ならば再度初期値を取る。

４．セル圧（ ）を加える。間隙水圧データからＢ値算出する。Δρc

測定準備画面
供試体２のＢ値確認

５．上記２項から４項まで繰り返す。

供試体３のＢ値確認

６．上記２項から４項まで繰り返す。
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画面Ａ，Ｂ、Ｃ、Ｄを使用する。以下の手順＜圧密過程及びせん断試験＞
１．圧密過程で軸制御を行わない場合は、試験機の外部制御を禁止しておく。モータＯＦＦ等
２．各供試体が圧密出来る様に、セルに圧密圧力を加えておく。排水弁のみ閉じておく。
３．画面Ａでｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞﾀｲﾑを２０秒（せん断速度0.1%毎分時）、画面Ｂ～Ｄで１秒にしておく。
４．各画面の”測定”ボタンからの測定準備画面では、”初期値を自動取得する”にチェック

有りで使用する。

画面Ｂで供試体１の圧密過程測定準備

ファイル名の入力。８ページ参照してください。

例：試料ファイル名圧密－１

保存ファイル名を指定及び入力後、”ＯＫ”で測定及び制御が開始します

測定開始後

画面Ｂで圧密過程を行う。以下の手順以下の変更ができる

ｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞﾀｲﾑ 供試体１の圧密過程

終了条件 １．直ちに排水弁を開く。

２．２分後に、サンプリングタイムを６０秒に変更。

３．圧密終了では、排水弁を閉じ、載荷台にセルを移動。＜圧密過程＞
４．セルに変位計無しでは、”中断”ボタンで中断する。

５．画面Ａの荷重計、変位計を利用して軸変位計測する。

６．セルに変位計有りでは、”中断”ボタンで中断する。

７．後述する画面Ａで、せん断試験を行います。

必要ならば、測定中断後エクセル出力する。

５．画面Ｂの手順２項後に、画面Ｃで供試体２、更に画面Ｄで供試体３の圧密過程を行います。
画面Ｃで供試体２の圧密過程測定準備 画面Ｄで供試体３の圧密過程測定準備

例：試料ファイル名圧密－２ 例：試料ファイル名圧密－３

保存ファイル名を指定及び入力後、”ＯＫ ”で測定及び制御が開始します

＜圧密過程＞ ＜圧密過程＞

６．せん断試験で軸制御を行う場合は、試験機の外部制御を可能にしておく。モータＯＮ等
画面Ａで供試体１のせん断試験測定準備

ファイル名の入力。８ページを参照してください。

例：試料ファイル名せん断－１

保存ファイル名を指定及び入力後、”ＯＫ”で測定及び制御が開始します

測定開始後

画面Ａでせん断試験を行う。以下の手順以下の変更ができる

ｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞﾀｲﾑ 供試体１のせん断試験

終了条件 １．外部制御無しの場合、直ちにモータＯＮ等を行う。

２．ＣＤ試験の場合、直ちに排水弁を開く。

３．必要ならば、サンプリングタイムを変更する。＜せん断試験＞
４．ＨＭＤ解析ソフト使用の場合は、

サンプル数を９９９個以下に成るようにする。

５．必要ならば、終了条件を変更する。

６．中断後に再測定を行う時は、”測定”ボタンを押す。

７．任意に終了する場合は、”中断”ボタンで中断する。

８．外部制御無しの場合、直ちにモータＯＦＦ等を行う

必要ならば、測定中断後エクセル出力する。
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７．画面Ａで供試体２のせん断試験を同じ様に行います。ｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞﾀｲﾑを２０秒（せん断速度
0.1%毎分時）にする。
”クリア”ボタンを押して、画面を新たに試験出来るようにしておく。
測定準備では、”初期値を自動取得する”にチェック有りで使用する。

測定画面Ａ

画面Ａで供試体２のせん断試験測定準備

ファイル名の入力。８ページ参照

例：試料ファイル名せん断－２

保存ファイル名を指定 及び入力後、”ＯＫ”で測定及び制御が開始します

＜せん断試験＞
８．画面Ａで供試体３のせん断試験を同じ様に行います。ｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞﾀｲﾑを２０秒（せん断速度

0.1%毎分時）にする。
”クリア”ボタンを押して、画面を新たに試験出来るようにしておきます。

測定準備では、”初期値を自動取得する”にチェック有りで使用する。
測定画面Ａ

画面Ａで供試体３のせん断試験測定準備

ファイル名の入力。８ページ参照

例：試料ファイル名せん断－３

保存ファイル名を指定 及び入力後、”ＯＫ”で測定及び制御が開始します

＜せん断試験＞
全ての供試体が、正常にせん断試験を終えた時は、測定画面Ａ～Ｄを閉じます。
尚、測定画面Ａ～Ｄを閉じないで、次の試料を行う事も出来ます。この場合は、各画面で
”クリア”ボタンを押して、画面を新たに試験出来るようにしておきます。

で、PC1616DAを閉じる事がＸ

できる。続けて別試料を行う 設定情報HMMの保存画面

場合は、閉じない

設定情報を変更した場合で、変更内容で再度利用する事が

考えられる時は、上書き又は別ファイル名で保存します

【ＨＭＤ解析使用の場合、試験データをＨＭＤ型式へ変換】
ＨＭＤ統合から を開く HM1616>>H1103 ＨＭ１６１６ファイル変換HMD1616>>

土の三軸試験を選択

開くHMD1616>>

以降は、末ページ
【ＨＭＤ解析用せん断過程データのＨＭＤ型式に変換】

【解析】
ＨＭＤ統合からＨ１３０３解析を開く 変換したファイルを読み込む 解析結果のシート出力

→ → →

取得したＢ値用データは、ここで入力する
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■ ＰＣ１６１６ＤＡパソコンソフトで、Ｋ０三軸試験（Ｋ０圧密及びせん断）を行う時の使用方法
１．ＣＨ１に 計、ＣＨ２に歪みゲージ型 計、ＣＨ３に 計、ＣＨ４に荷重 変位 間隙水圧

計、ＣＨ５に 計を割り当て接続する。体積変化 横圧（セル）
デジタル 計を使用する場合は、ＤＧ１とする。変位

２．ＣＨ１～５に接続したセンサーの定格が２．５ｍＶ／Ｖ未満の場合は、ＰＧＡ＝１００
とすし、定格が２．５ｍＶ／Ｖ以上の場合は、ＰＧＡ＝１００とする。デジタルの場合は、
倍率を定格３０ｍｍ以下の場合は”１”とする。

３．マルチロガーＪｒに、上記仕様（項目１～２他）の設定情報（ファイル名．ＨＭＤ）を読
み込ませておく。読み込み方法は、ＣＤ取説”ＨＭ１６１６取説Ｖｅｒ７”の
「 」を参照します。パソコンソフト ＪｒＨＭ１６１６の操作及び画面説明

４．ＰＣ１６１６ＤＡ用のＫ０三軸試験用の設定情報（ファイル名．ＨＭＭ）を使用する。
別方法として、多連でない場合は、各段階毎に段階別の設定情報を使用することも出来る。
（背圧漸増段階、Ｋ０圧密段階、せん断段階）
尚、このＫ０制御は、ロガーＯＰ（-DA）でなければ成りません。

＊＊＊＊＊ Ｋ０三軸試験の流れ ＊＊＊＊＊

弊社解析ソフトを使用しない場合は、各画面で測定中断毎にエクセル型式（ＣＳＶ）の
出力を行います。このファイルを任意解析用に使用します。

＜１個のＨＭＭファイルで行う場合（一連三軸対応）＞
制御用ＤＡの設定値（数値、計算式等）を、各段階毎（背圧漸増段階、Ｋ０圧密段階、
せん断段階）に、予め設定しておくことが出来る利点が有ります。
Ａ画面＝背圧漸増段階、Ｂ画面＝Ｋ０圧密段階、Ｃ画面＝せん断と別けて使用します。
利点は、各段階毎のグラフデータが、測定画面を閉じるまで確認出来ます。
ＥＰ制御では、現在値データを次の段階の別画面の初期値に与えることが容易です。
センサー初期値は、任意又は”背圧漸増段階”の測定開始で取得し、実際の背圧漸増前
にＢ画面、Ｃ画面で手動で自動取得します。この場合、Ｂ画面、Ｃ画面の測定では、
”初期値を自動取得する”のチェックを外して測定開始します。

＜一連型試験機で、１個のＨＭＭファイルで行う場合（多連三軸対応）＞
制御用ＤＡの設定値（数値、計算式等）を、各段階毎（背圧漸増段階、Ｋ０圧密段階、
せん断段階）に修正しなければ成りません。
利点は、各段階毎のグラフデータが、測定画面を閉じるまで確認出来ます。
ＥＰ制御では、現在値データを次の段階の初期値に与えることが容易です。
センサー初期値は、任意又は”背圧漸増段階”の測定開始で取得すれば、その値が以降
の段階まで有効に利用できます。この場合、次の段階の測定では、”初期値を自動取得
する”のチェックを外して測定開始します。
多連三軸の場合、単独に試験が出来ます。

＜段階毎のＨＭＭファイルで行う場合（多連三軸対応）＞
制御用ＤＡの設定値（数値、計算式等）が、各段階毎ＨＭＭ（背圧漸増段階、Ｋ０圧密
段階、せん断段階）に、予め設定しておくことが出来る利点が有ります。
欠点は、ＥＰ制御では、現在値データを記録しておき、次のＨＭＭを開いた後で、
制御用ＤＡの設定値（初期値）に与えなければ成りません。
センサー初期値は、任意又は”背圧漸増段階”の測定開始で取得し、その値を記録して
おき、次のＨＭＭを開いた後で、測定画面で初期値を入力すれば、その値がこの段階で
有効に利用できます。この場合、この段階の測定では、”初期値を自動取得する”の
チェックを外して測定開始します。
別方法として、マルチロガーＪｒの”スタートスイッチ”を５秒以上押したままにした
後、離します。再度押して、赤色点灯（スタート）しましたら離します。もう一度３秒
以上押して、赤色点灯が消灯（ストップ）しましたら離します。
スタート時に初期値を取るモード（各種設定の”スタート時Ｎｕｌｌ”を”ＯＮ”）に
設定されている場合のこの操作で、新たなロガー初期値が自動的に取り込まれます。
ロガーは、このロガー初期値を差し引いたデータを送ります。
多連三軸の場合、全てが測定中断中及び基本的に同じ段階で移行しなければなりません。
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＊＊＊ 段階毎のＨＭＭファイルで行う場合操作手順 ＊＊＊
供試体毎に、以下の を繰り返す。＜背圧漸増段階＞＜Ｋ０圧密段階＞＜せん断試験段階＞

画面Ａを使用する。以下の手順＜背圧漸増段階＞
１．ＰＣ１６１６ＤＡで”背圧漸増段階用ＨＭＭ”を読み込む。
２．三軸セルで、全てのセンサーを初期状態にしておく。
３．ＰＩＯ設定で、軸制御がモータでは、クラッチ、更に背圧供給の電磁弁設定を確認する。
４．ＤＡ設定で、軸補正制御、セル圧制御設定を確認する。背圧も自動の場合は同様。

一般的演算式は次の様に成ります。
軸補正制御＝荷重計－横圧計＊率；セル圧制御＝（横圧計－差圧）－間隙水圧計
背圧制御＝間隙水圧計－予定圧

５．軸、セル制御可能にしておき、測定画面の”測定”ボタンからの測定準備画面では、
取得された初期値を記録しておく。”初期値を自動取得する”にチェック有りで使用する。

６．背圧が手動の場合は、ﾋﾞｭｰﾚｯﾄの水位が変化しないように徐々に背圧を加える。
この時の、各ＥＰ使用のＤＡの現在値７．所定の背圧に達すれば、”中断”ボタンを押す。

データを記録しておく。

ＰＣ１６１６ＤＡを開く

例：Ｋ０三軸背圧漸増ＨＭＭ １画面を選択する

を選択

【測定】
”ＣＨ”使用チャンネル変更の場合使用する

”D/A設定”制御内容変更の場合使用する ”PIO設定”開始／停止制御変更の場合使用する① ②
軸制御用ＤＡ設定 セル圧制御用ＤＡ設定

制御画面Ａで行う

ＥＰでは初期値に”－” ”青”は、測定中でＯＮ

”黄”は、常時ＯＮのデータを入力する

制御演算式を与える

制御実行条件を与える

制御可能範囲を与える

測定画面Ａが示される【測定】
画面Ａで供試体１の背圧漸増測定準備

ファイル名の入力。８ページ参照

例：試料ファイル名背圧－１

保存ファイル名を指定 及び入力後、”ＯＫ”で測定及び制御が開始します

画面Ａで測定開始してセル圧制御を行う。以下の手順

画面Ａを、ＣＨデータ表示に 供試体１のセル圧制御

１．試料の上下バルブを開き、背圧供給可能にする。＜セル圧制御＞
２．ビューレットの水位が変化しないように、徐々に背圧を加える。画面Ａを使用する
３．必要ならば、”D/A設定”セル圧制御ｽﾃｯﾌﾟを変更する。

４．２項同様に、所定の背圧まで加圧する。

５．所定の背圧に達すると、測定中断してＤＡの現在値を記録する。

６．安全の為に、各ＥＰ制御の試料側バルブ他を閉じておく。

注 測定中断、制御可能範囲を超えた場合及びチェックボタン等でＤＡ制御は停止されます。【 】
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画面Ａを使用する。以下の手順＜Ｋ０圧密段階＞
１．ＰＣ１６１６ＤＡで”Ｋ０圧密セル圧漸増用又は、Ｋ０圧密軸漸増用ＨＭＭ”を読み込む。

で記録した必要なセンサー２．測定データを絶対的に扱う場合は、測定画面で背圧漸増段階
尚、相対的に扱う方が初期値を入力する。ＤＡ設定も絶対的に扱わなければ成りません。

良いセンサーは、手動で自動取得する。
３．ＰＩＯ設定で、軸制御がモータでは、クラッチ、更に背圧供給の電磁弁設定を確認する。

で記録した各ＥＰ使用の４．ＤＡ設定で、軸制御、セル圧制御設定を確認する。背圧漸増段階
ＤＡの現在値データをそれぞれの初期値に入力する。
一般的演算式は次の様に成ります。

セル圧漸増 軸制御＝変位計＊断面積－体積変化計；セル圧制御＝横圧計－予定圧（ ）
軸漸増 セル圧制御＝変位計＊断面積－体積変化計；軸制御＝荷重計－予定荷重（ ）

５．測定画面の”測定”ボタンからの測定準備画面では、測定データを絶対的に扱う場合、
”初期値を自動取得する”のチェックを外して使用する。

ＰＣ１６１６ＤＡを開く

例：Ｋ０三軸圧密xx漸増ＨＭＭ １画面を選択する

を選択

【測定】
”ＣＨ”使用チャンネル変更の場合使用する

”D/A設定”制御内容変更の場合使用する ”PIO設定”開始／停止制御変更の場合使用する① ②
軸制御用ＤＡ設定 セル圧制御用ＤＡ設定

制御画面Ａで行う

ＥＰでは初期値に前段階 ”青”は、測定中でＯＮ

”黄”は、常時ＯＮの を入力する現在値

制御演算式を与える

制御実行条件を与える

制御可能範囲を与える

測定データを絶対的に扱う場合は、画面を、ＣＨデータ表示に変え、【測定】 測定画面Ａが示される。

背圧漸増段階で取得した必要なセンサーの初期値を入力する。この場合、演算式の数値、開始準備画面

での”初期値の自動取得する”のチェック外し等に注意します。

画面Ａで供試体１のＫ０圧密過程測定準備

ファイル名の入力。８ページ参照

例：試料ファイル名Ｋ０圧密－１

保存ファイル名を指定 及び入力後、”ＯＫ”で測定及び制御が開始します

画面Ａで測定開始してＫ０圧密過程を行う。以下の手順

画面Ａを、ＣＨデータ表示に 供試体１のＫ０圧密過程

１．各ＥＰ制御の圧力メータ、示されるセンサー値を確認して、＜Ｋ０圧密過程＞
ＮＧでは、中断ボタンを押す。画面Ａを使用する ＯＫならば直ちに２項に移る。

２．各ＥＰ制御の試料側バルブ他を開き、供給可能にする。

３．”D/A設定”又は”D/A表示”の現在値を確認する。

４．途中必要ならば、”D/A設定”の項目を変更する。

５．所定に達すると、測定中断してＤＡの現在値を記録する。

６．安全の為に、各ＥＰ制御の試料側バルブ他を閉じておく。

注 測定中断、制御可能範囲を超えた場合及びチェックボタン等でＤＡ制御は停止されます。【 】
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画面Ａを使用する。以下の手順＜せん断試験段階＞
１．ＰＣ１６１６ＤＡで”Ｋ０三軸せん断用ＨＭＭ”を読み込む。

で記録した必要なセンサー２．測定データを絶対的に扱う場合は、測定画面で背圧漸増段階
尚、相対的に扱う方が初期値を入力する。ＤＡ設定も絶対的に扱わなければ成りません。

良いセンサーは、手動で自動取得する。
３．ＰＩＯ設定で、軸制御がモータでは、クラッチ、更に背圧供給の電磁弁設定を確認する。

で記録した各ＥＰ使用の４．ＤＡ設定で、軸制御、セル圧制御設定を確認する。Ｋ０圧密段階
ＤＡの現在値データをそれぞれの初期値に入力する。
演算式は不要ですが、軸ＥＰ及びセル圧を一定に制御したい場合は、次の様に成ります。
軸制御＝変位計－変位速度＊ＴＩＭＥ／６０
セル圧制御＝横圧計－設定圧

５．測定画面の”測定”ボタンからの測定準備画面では、測定データを絶対的に扱う場合、
”初期値を自動取得する”のチェックを外して使用する。

ＰＣ１６１６ＤＡを開く

例：Ｋ０三軸せん断ＨＭＭ １画面を選択する

を選択

【測定】
”ＣＨ”使用チャンネル変更の場合使用する

”D/A設定”制御内容変更の場合使用する ”PIO設定”開始／停止制御変更の場合使用する① ②
軸制御用ＤＡ設定 セル圧制御用ＤＡ設定

制御画面Ａで行う

ＥＰでは初期値に前段階 ”青”は、測定中でＯＮ

”黄”は、常時ＯＮの を入力する現在値

制御演算式を与える

制御実行条件を与える

制御可能範囲を与える

（例）制御を外す

測定データを絶対的に扱う場合は、画面を、ＣＨデータ表示に変え、【測定】 測定画面Ａが示される。

背圧漸増段階で取得した必要なセンサーの初期値を入力する。この場合、演算式の数値、開始準備画面

での”初期値の自動取得する”のチェック外し等に注意します。

画面Ａで供試体１のＫ０三軸せん断測定準備

ファイル名の入力。８ページ参照

例：試料ファイル名Ｋ０三軸－１

保存ファイル名を指定 及び入力後、”ＯＫ”で測定及び制御が開始します

画面Ａで測定開始してＫ０三軸せん断を行う。以下の手順

画面Ａを、ＣＨデータ表示に 供試体１のＫ０三軸せん断

１．各ＥＰ制御の圧力メータ、示されるセンサー値を確認して、＜Ｋ０三軸せん断＞
ＮＧでは、中断ボタンを押す。画面Ａを使用する ＯＫならば直ちに２項に移る。

２．各ＥＰ制御の試料側バルブ他を開き、供給可能にする。

３．”D/A設定”又は”D/A表示”の現在値を確認する。

４．途中必要ならば、”D/A設定”の項目を変更する。

５．自動終了（中断）又は、中断ボタンで測定中断する。

６．安全の為に、各ＥＰ制御の試料側バルブ他を閉じておく。

注 測定中断、制御可能範囲を超えた場合及びチェックボタン等でＤＡ制御は停止されます。【 】
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【ＨＭＤ解析用、せん断過程データをＨＭＤ型式へ変換】
ＨＭＤ統合から変換ソフトを開き、以下の手順で変換元及び変換先ファイルを選択及び入力後、変換出力します。

ＨＭＤ統合から を開く HM1616>>H1103 ＨＭ１６１６ファイル変換HMD1616>>

【メイン】三軸静的試験を選択

開くHMD1616>>

変換先ファイルの選択①
変換元ファイルの読込 供試体Ｎｏ２以降で使用②

参照 参照

【メイン】

せん断過程計測データファイル（ファイル名.BIN）を開く 任意ファイル又は、【メイン】
変換したい供試体ファイルを選択 三軸基本ファイルを選択

新規（供試体Ｎｏ１を行う時使用）①
【メイン】

ファイル名の入力

ディレクトリーの選択

ドライブの選択

供試体番号の選択

せん断データにチェック

ＨＭＤ型式三軸ファイルに変換終了

”ｘｘｘｘ.dat”

以下の手順で使用します。
１． から 又は で、変換先ファイル名を指定します。Ｈ１１０３解析ファイル。【メイン】 ①①
２． から で、供試体Ｎｏｘの変換元ファイル名を指定します。Ｊｒ１６１６ファイル。【メイン】 ②
３． の出力供試体Ｎｏｘを確認又は選択します。必要ならば、サンプルオプション使用。【メイン】
４． から で変換します。【メイン】 ③
５．次の供試体Ｎｏｘを追加又は入れ替える場合は２項から、新しい試料の場合は１項から

繰り返します。

【圧密過程データをＨＭＤ型式へ変換】
圧密過程データの変換を行う場合は、上記画面で以下の操作を行います。
１．変換元ファイルに、圧密過程計測データファイルを選択します。
２．変換先ファイルに、参照で任意のファイルを選択します。
３．出力データタイプを、圧密データにチェックを入れます。

【圧密過程データ（ＨＭＤ型式）の取り込み】

ｴｸｽﾌﾟﾛﾗｰでﾌｧｲﾙを示します

Ｎｏｔｅｐａｄ

反転後、右ｸﾘｯｸで”ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑから開く”

1.171, 0.149,30M 0S”Notepad”左ｸﾘｯｸでﾌｧｲﾙ内容を表示

排水量cc 変位mm 時間”三軸基本ファイル.dat”

示される圧密過程ﾃﾞｰﾀを読み取ります
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お問い合せ

ﾃﾞｰﾀﾛｶﾞｰ／ｱﾝﾌﾟ／ｾﾝｻｰ／ｿﾌﾄ／計測ｼｽﾃﾑ／試験機／他

濱田電機株式会社

営業所／〒２０３ ００１３ 東京都東久留米市新川町２ ４ ５ メモリーマンション１Ｆ- - -

ＰＣ１６１６ＤＡ取説

ＴＥＬ（０４２４）７３－４０４１

ＦＡＸ（０４２４）７２－００８９

Home Page http://www.hmd-dk.jp


